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激に減少した。現在、本種は主に、以前に比べて本種を主対象
とする操業が減少した沖底と本種を主対象とする底はえ縄に
より漁獲されている（Nakano et al. 2009、Yano et al. 2022）。
日本周辺の本種の推定漁獲量は、1990 年以降 2,000～4,500 ト
ン程度で比較的安定して推移している。 

近年の推定漁獲量の 20％程度を占める青森県の漁獲統計で
は、サメ類としての集計しかないものの、その中にはアブラツ
ノザメが多く含まれると考えられる。そこで、漁獲統計資料の
漁業種別魚種別漁獲量から、まぐろはえ縄等表層性のサメ類を
多く含むと考えられる漁法を除いた数値をアブラツノザメの
漁獲量と推定して集計したところ（図 2）、1971 年以降、ア
ブラツノザメと考えられるサメ類の漁獲量は増加し、1976 年
には 3,300 トン程度となった。1980 年代及び 1990 年代の漁
獲量は若干減少して 1,400～2,800 トン程度でほぼ横ばいで推
移し、2004 年には約 740 トンに減少した後、2005 年以降増
加に転じた。2011 年以降漁獲量は減少し、2023 年には合計
519 トンとなった。沖底で 310 トン（約 60％）、底はえ縄で
141 トン（約 27％）と、アブラツノザメを狙って操業してい
る底はえ縄と規模の大きい沖底の漁獲量が大きな割合を占め
ている。 

生物学的特性 
【分布】 
北太平洋のアブラツノザメについて、形態学的・遺伝学的

な比較により北太平洋以外に分布する S. acanthias とは別種
の S. suckleyi であるとする報告がなされたため（Ebert et al. 
2010）、本報告では日本周辺のアブラツノザメを S. suckleyi
として扱った。本種は、北太平洋の陸棚域全域に広く分布し（阿
部 1986、図 3）、日本周辺とアラスカ湾東部沿岸域は本種の
重要な生息海域にあたる（Yano et al. 2017）。東北や北海道
の沖合に多く、太平洋側では千葉県以北、日本海側では山口県
まで生息している（吉田 1991、中坊 2013）。東北地方の太
平洋側では水深 150～300 m に分布する。沖底による経緯度
10 分メッシュの漁獲量分布をみると、太平洋側、日本海側と
もに東北地方北部に漁獲の多い場所が集中しており、中でも青

森県の津軽海峡周辺での漁獲が多い（図 4）。このことから、
近年の本種の日本周辺における主分布域は津軽海峡周辺であ
ると考えられる。 

 
【産卵・回遊】 
本種は胎生で、妊娠期間は 20～22 か月と長く、体長 20～

25 cm 程度に成長した胎仔は 2～4 月に産出される（山本・木
部崎 1950、Yano et al. 2023）。繁殖場は特定されていないが、
青森県太平洋沿岸で産出直後とみられる臍の緒痕を有する個
体が多数採集されるため、その周辺に出産場があると考えられ
る（Yano et al. 2023）。 

日本周辺では、1950 年代以前に日本海側と太平洋側のそれ
ぞれにおいて、秋冬に南下し、春夏に北上する群れが存在した
と報告されている（田名部ほか 1958）。1972 年以降の季節回
遊を調べた研究では、日本周辺に来遊する場所は長期的に変化
していない一方、来遊時期は気候変動に伴う海水温の上昇によ
って、2000 年以降、1 か月ほど早くなっていることが示唆さ
れている（Kanamori et al. 2023）。 

図 3. アブラツノザメ類の分布（阿部 1986を改変） 
オレンジ色：Squalus suckleyi、ピンク色：S. acanthias。 

図 4. 2019年の沖合底びき網漁業によるアブラツノザメの 
漁獲量分布 
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の資源動向はかけまわしの標準化 CPUE では減少傾向、底は
え縄の標準化 CPUE では横ばい傾向と判断される。しかしな
がら、かけまわしの標準化 CPUE は 1972 年以降概ね横ばいで
推移しつつも小刻みに変動しており、底はえ縄の標準化 CPUE
も 1990 年代から 2000 年代前半にかけて大きく変動している
ことから、直近 5 年間の CPUE の動向は長期的な変動の範囲
内における変化である可能性もある。このため、今後の CPUE
の推移を引き続き注視していく必要がある。 

管理方策 
我が国では、津軽海峡で操業を行う底はえ縄漁業者により小

型魚の再放流及び漁獲量上限の設定等、資源保全に向けた自主
的な取り組みが行われているが、公的な管理方策は実施されて
いない。なお、2007 年のワシントン条約（CITES）第 14 回締
約国会議及び 2010 年の第 15 回締約国会議では附属書 II への
掲載が EU から提案されたが、いずれも採択されず、その後掲
載提案は行われていない。 

2011 年には、カナダのブリティッシュコロンビアにて操業
を行うアブラツノザメ漁業が、サメを対象とする漁業としては
世界で初めて Marine Stewardship Council（MSC）認証を取
得したが、一時的な資源の減少や需要の変化等の複合的な要因
から 2014 年には認証プログラムから撤退した（Shiffman et 
al. 2023）。 
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アブラツノザメ（日本周辺）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

調査中 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

2,061～2,433 トン 
最近（2023）年：2,061 トン 
平均：2,216 トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 かけまわし及び底はえ縄の標準化 CPUE により水準と動向を評価 

資源の状態 
（資源評価結果） 

1 が平均値となるように基準化した際の標準化 CPUE の値は、 
かけまわしでは 0.53、底はえ縄では 0.66 
標準化 CPUE を過去の最大値から 0 の間で 3 等分し、 
上から高位、中位、低位とした場合、いずれの漁法でも資源の水準は中位、 
動向はかけまわしでは減少、底はえ縄では横ばい 

管理目標 検討中 

管理措置 検討中 

管理機関・関係機関 なし 

最近の資源評価年 2023 年（漁獲量・CPUE モニタリング） 

次回の資源評価年 未定 

    * 2023 年の漁獲量は暫定値を用いて推定 


